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(57)【要約】
【課題】本発明は、表示装置及びその駆動方法に関する
。
【解決手段】本発明の表示装置は、第１初期化電圧を提
供する第１初期化電圧源と、上記第１初期化電圧より小
さい第２初期化電圧を提供する第２初期化電圧源と、第
１有機発光ダイオードを含む第１画素回路と、上記第１
有機発光ダイオードとバンドギャップ（ｂａｎｄ　ｇａ
ｐ）が異なる有機物を含む第２有機発光ダイオードを含
む第２画素回路と、を含み、上記第１画素回路は、上記
第１初期化電圧源及び上記第２初期化電圧源と接続され
、上記第２画素回路は、単一（ｓｉｎｇｌｅ；画素回路
ごとに、一つのみ）の初期化電圧源と接続される。
【選択図】図５
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１初期化電圧を提供する第１初期化電圧源と、
　前記第１初期化電圧より小さい第２初期化電圧を提供する第２初期化電圧源と、
　第１有機発光ダイオードを含む第１画素回路と、
　前記第１有機発光ダイオードとはバンドギャップ（ｂａｎｄ　ｇａｐ）が異なる有機物
を含む第２有機発光ダイオードを含む第２画素回路と、を含み、
　前記第１画素回路は、前記第１初期化電圧源及び前記第２初期化電圧源と接続され、
　前記第２画素回路は、単一（ｓｉｎｇｌｅ）の初期化電圧源と接続されることを特徴と
する表示装置。
【請求項２】
　前記第２有機発光ダイオードは、前記第１有機発光ダイオードより単位面積当たりのキ
ャパシタンスが大きいことを特徴とする請求項１に記載の表示装置。
【請求項３】
　前記第２有機発光ダイオードは、前記第１有機発光ダイオードより発光面の面積が小さ
いことを特徴とする請求項１に記載の表示装置。
【請求項４】
　前記単一の初期化電圧源は、第１初期化電圧源であることを特徴とする請求項１に記載
の表示装置。
【請求項５】
　前記第１画素回路は、発光期間にて、一端が前記第１有機発光ダイオードのアノードと
電気的に接続される第１駆動トランジスタをさらに含み、
　前記第２画素回路は、発光期間にて、一端が前記第２有機発光ダイオードのアノードと
電気的に接続される第２駆動トランジスタをさらに含み、
　前記第１初期化電圧源は、第１初期化期間にて、前記第１駆動トランジスタのゲート端
子及び前記第２駆動トランジスタのゲート端子に電気的に接続されることを特徴とする請
求項４に記載の表示装置。
【請求項６】
　前記第２初期化電圧源は、第２初期化期間にて、前記第１有機発光ダイオードのアノー
ドに電気的に接続され、
　前記第１初期化電圧源は、前記第２初期化期間にて、前記第２有機発光ダイオードのア
ノードに電気的に接続されることを特徴とする請求項５に記載の表示装置。
【請求項７】
　前記単一の初期化電圧源は、第２初期化電圧源であることを特徴とする請求項１に記載
の表示装置。
【請求項８】
　前記第２初期化電圧源は、第２初期化期間にて、前記第１有機発光ダイオードのアノー
ド及び前記第２有機発光ダイオードのアノードに電気的に接続されることを特徴とする請
求項７に記載の表示装置。
【請求項９】
　前記第１画素回路は、発光期間にて、一端が前記第１有機発光ダイオードのアノードと
電気的に接続される第１駆動トランジスタをさらに含み、
　前記第２画素回路は、発光期間にて、一端が前記第２有機発光ダイオードのアノードと
電気的に接続される第２駆動トランジスタをさらに含み、
　前記第１初期化電圧源は、第１初期化期間にて、前記第１駆動トランジスタのゲート端
子に電気的に接続され、
　前記第２初期化電圧源は、前記第１初期化期間にて、前記第２駆動トランジスタのゲー
ト端子に電気的に接続されることを特徴とする請求項８に記載の表示装置。
【請求項１０】
　前記第１初期化期間は、前記第２初期化期間より先行することを特徴とする請求項９に
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記載の表示装置。
【請求項１１】
　前記第１初期化電圧及び前記第２初期化電圧と異なる電圧値を有する、第３初期化電圧
を提供する第３初期化電圧源をさらに含み、
　前記単一初期化電圧源は、前記第３初期化電圧源であることを特徴とする請求項１に記
載の表示装置。
【請求項１２】
　前記第３初期化電圧は、前記第１初期化電圧と前記第２初期化電圧との間の値を有する
ことを特徴とする請求項１１に記載の表示装置。
【請求項１３】
　前記第２初期化電圧源は、第２初期化期間にて、前記第１有機発光ダイオードのアノー
ドに電気的に接続され、
　前記第３初期化電圧源は、前記第２初期化期間にて、前記第２有機発光ダイオードのア
ノードに電気的に接続されることを特徴とする請求項１２に記載の表示装置。
【請求項１４】
　前記第１画素回路は、発光期間にて、一端が前記第１有機発光ダイオードのアノードと
電気的に接続される第１駆動トランジスタをさらに含み、
　前記第２画素回路は、発光期間にて、一端が前記第２有機発光ダイオードのアノードと
電気的に接続される第２駆動トランジスタをさらに含み、
　前記第１初期化電圧源は、第１初期化期間にて、前記第１駆動トランジスタのゲート端
子に電気的に接続され、
　前記第３初期化電圧源は、前記第１初期化期間にて、前記第２駆動トランジスタのゲー
ト端子に電気的に接続されることを特徴とする請求項１３に記載の表示装置。
【請求項１５】
　前記第１初期化電圧源及び前記第２初期化電圧源と接続されるとともに、前記第１有機
発光ダイオード及び前記第２有機発光ダイオードとはバンドギャップが異なる有機物を含
む、第３有機発光ダイオードを含む第３画素回路と、
　第１データ線と、
　前記第１データ線と異なる第２データ線をさらに含み、
　前記第１画素回路及び前記第３画素回路は、前記第１データ線に接続され、
　前記第２画素回路は、前記第２データ線に接続されることを特徴とする請求項１に記載
の表示装置。
【請求項１６】
　前記第１有機発光ダイオードは赤色の有機発光ダイオードであり、
　前記第２有機発光ダイオードは緑色の有機発光ダイオードであり、
　前記第３有機発光ダイオードは青色の有機発光ダイオードであることを特徴とする請求
項１５に記載の表示装置。
【請求項１７】
　前記第１有機発光ダイオードは赤色の有機発光ダイオードであり、
　前記第２有機発光ダイオードは青色の有機発光ダイオードであり、
　前記第３有機発光ダイオードは緑色の有機発光ダイオードであることを特徴とする請求
項１５に記載の表示装置。
【請求項１８】
　前記第１有機発光ダイオードは青色の有機発光ダイオードであり、
　前記第２有機発光ダイオードは赤色の有機発光ダイオードであり、
　前記第３有機発光ダイオードは緑色の有機発光ダイオードであることを特徴とする請求
項１５に記載の表示装置。
【請求項１９】
　前記第３画素回路は、発光期間にて、一端が前記第３有機発光ダイオードのアノードと
電気的に接続される第３駆動トランジスタをさらに含み、
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　前記第１初期化電圧源は、第１初期化期間にて、前記第３駆動トランジスタのゲート端
子に電気的に接続され、
　前記第２初期化電圧源は、第２初期化期間にて、前記第３有機発光ダイオードのアノー
ドに電気的に接続されることを特徴とする請求項１５に記載の表示装置。
【請求項２０】
　第１初期化期間にて、第１初期化電圧を第１画素回路の第１駆動トランジスタのゲート
端子に印加し、単一初期化電圧を第２画素回路の第２駆動トランジスタのゲート端子に印
加する段階と、
　第２初期化期間にて、前記第１初期化電圧より小さい第２初期化電圧を、前記第１画素
回路の第１有機発光ダイオードのアノードに印加し、前記単一初期化電圧を、前記第２画
素回路の前記第１有機発光ダイオードとはバンドギャップが異なる有機物を含む、第２有
機発光ダイオードのアノードに印加する段階と、
　発光期間にて、前記第１有機発光ダイオード及び前記第２有機発光ダイオードを発光さ
せる段階と、を含むことを特徴とする表示装置の駆動方法。
【請求項２１】
　前記単一初期化電圧は、前記第１初期化電圧と等しいことを特徴とする請求項２０に記
載の表示装置の駆動方法。
【請求項２２】
　前記単一の初期化電圧は、前記第２初期化電圧と等しいことを特徴とする請求項２０に
記載の表示装置の駆動方法。
【請求項２３】
　前記単一の初期化電圧は、前記第１初期化電圧及び前記第２初期化電圧とは異なる値を
有することを特徴とする請求項２０に記載の表示装置の駆動方法。
【請求項２４】
　前記単一の初期化電圧は、前記第１初期化電圧と前記第２初期化電圧との間の値を有す
ることを特徴とする請求項２３に記載の表示装置の駆動方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、表示装置及びその駆動方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　情報化技術が発達するにつれて、ユーザと情報機器との間の連結媒体である表示装置の
重要性が浮かび上がっている。これに応じて、液晶表示装置（Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔ
ａｌ　Ｄｉｓｐｌａｙ　Ｄｅｖｉｃｅ）、有機電界発光表示装置（Ｏｒｇａｎｉｃ　Ｌｉ
ｇｈｔ　Ｅｍｉｔｔｉｎｇ　Ｄｉｓｐｌａｙ　Ｄｅｖｉｃｅ）、プラズマディスプレイパ
ネル（Ｐｌａｓｍａ　Ｄｉｓｐｌａｙ　Ｐａｎｅｌ）などの表示装置の使用が増加してい
る。
【０００３】
　表示装置のうち有機電界発光表示装置は、電子と正孔の再結合によって光を発生する有
機発光ダイオードを利用して映像を表示するものであり、これは速い応答速度を有すると
ともに、低い消費電力で駆動されるという利点がある。
【０００４】
　有機電界発光表示装置は、各画素に目的とする階調を表現することができるデータ電圧
を入力し、データ電圧に応じて複数の有機発光ダイオードを発光させることで、目的とす
る画像をユーザに表示する。
【０００５】
　通常、複数の有機発光ダイオードは、赤色、青色、緑色の有機発光ダイオードからなっ
ており、各有機発光ダイオードの有機物は、互いに異なるバンドギャップ（ｂａｎｄ　ｇ
ａｐ）を有するため、互いに異なる波長で発光するようになる。
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【０００６】
　一般的に、緑色の有機発光ダイオードは、消費エネルギーに対する発光輝度の効率が高
くて、他の色の有機発光ダイオードよりも面積の小さい発光面を有するように構成されて
もよい。また、緑色の有機発光ダイオードに流れる駆動電流は、他の色の有機発光ダイオ
ードに流れる駆動電流よりも、その大きさが小さくなるように設定されてもよい。
【０００７】
　しかし、駆動電流が非常に小さい低輝度の条件で、緑色の有機発光ダイオードのキャパ
シタンスを充電するのに長い時間がかかり、他の色の有機発光ダイオードより遅く発光す
るようになる色滲み（色にじみ、ｃｏｌｏｒ　ｂｌｕｒ）の現象が発生するという問題が
ある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】韓国特許出願登録第10-0840116号明細書
【特許文献２】韓国特許出願公開第10-2015-0064543号明細書
【特許文献３】韓国特許出願公開第10-2014-0134046号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　解決しようとする技術的課題は、色滲み現象を解消することができる構造の画素回路を
含む表示装置及びその駆動方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明の一実施例による表示装置は、第１初期化電圧を提供する第１初期化電圧源と、
上記第１初期化電圧より小さい第２初期化電圧を提供する第２初期化電圧源と、第１有機
発光ダイオードを含む第１画素回路と、上記第１有機発光ダイオードとはバンドギャップ
（ｂａｎｄ　ｇａｐ）が異なる有機物を含む第２有機発光ダイオードを含む第２画素回路
と、を含み、上記第１画素回路は、上記第１初期化電圧源及び上記第２初期化電圧源と接
続され、上記第２画素回路は、単一（ｓｉｎｇｌｅ；画素回路ごとに、一つのみ）の初期
化電圧源と接続される。
【００１１】
　上記第２有機発光ダイオードは、上記第１有機発光ダイオードより単位面積当たりのキ
ャパシタンスが大きくてもよい。
【００１２】
　上記第２有機発光ダイオードは、上記第１有機発光ダイオードより発光面の面積が小さ
くてもよい。
【００１３】
　上記単一初期化電圧源は、第１初期化電圧源であってもよい。
【００１４】
　上記第１画素回路は、発光期間にて、一端が上記第１有機発光ダイオードのアノードと
電気的に接続される、第１駆動トランジスタをさらに含み、上記第２画素回路は、発光期
間にて、一端が上記第２有機発光ダイオードのアノードと電気的に接続される、第２駆動
トランジスタをさらに含み、上記第１初期化電圧源は、第１初期化期間にて、上記第１駆
動トランジスタのゲート端子及び上記第２駆動トランジスタのゲート端子に電気的に接続
されてもよい。
【００１５】
　上記第２初期化電圧源は、第２初期化期間にて、上記第１有機発光ダイオードのアノー
ドに電気的に接続され、上記第１初期化電圧源は、上記第２初期化期間にて、上記第２有
機発光ダイオードのアノードに電気的に接続されてもよい。
【００１６】
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　上記単一初期化電圧源は、第２初期化電圧源であってもよい。
【００１７】
　上記第２初期化電圧源は、第２初期化期間にて、上記第１有機発光ダイオードのアノー
ド及び上記第２有機発光ダイオードのアノードに電気的に接続されてもよい。
【００１８】
　上記第１画素回路は、発光期間にて、一端が上記第１有機発光ダイオードのアノードと
電気的に接続される、第１駆動トランジスタをさらに含み、上記第２画素回路は、発光期
間にて、一端が上記第２有機発光ダイオードのアノードと電気的に接続される、第２駆動
トランジスタをさらに含み、上記第１初期化電圧源は、第１初期化期間にて、上記第１駆
動トランジスタのゲート端子に電気的に接続され、上記第２初期化電圧源は、上記第１初
期化期間にて、上記第２駆動トランジスタのゲート端子に電気的に接続されされてもよい
。
【００１９】
　上記第１初期化期間は、上記第２初期化期間より先行してもよい。
【００２０】
　上記第１初期化電圧及び上記第２初期化電圧とは異なる電圧値を有する第３初期化電圧
を提供する第３初期化電圧源をさらに含み、上記単一初期化電圧源は、上記第３初期化電
圧源であってもよい。
【００２１】
　上記第３初期化電圧は、上記第１初期化電圧と上記第２初期化電圧との間の値であって
もよい。
【００２２】
　上記第２初期化電圧源は、第２初期化期間にて、上記第１有機発光ダイオードのアノー
ドに電気的に接続され、上記第３初期化電圧源は、上記第２初期化期間にて、上記第２有
機発光ダイオードのアノードに電気的に接続されてもよい。
【００２３】
　上記第１画素回路は、発光期間にて、一端が上記第１有機発光ダイオードのアノードと
電気的に接続される第１駆動トランジスタをさらに含み、上記第２画素回路は、発光期間
にて、一端が上記第２有機発光ダイオードのアノードと電気的に接続される第２駆動トラ
ンジスタをさらに含み、上記第１初期化電圧源は、第１初期化期間にて、上記第１駆動ト
ランジスタのゲート端子に電気的に接続され、上記第３初期化電圧源は、上記第１初期化
期間にて、上記第２駆動トランジスタのゲート端子に電気的に接続されてもよい。
【００２４】
　上記第１初期化電圧源及び上記第２初期化電圧源と接続されるとともに、上記第１有機
発光ダイオード及び上記第２有機発光ダイオードとはバンドギャップが異なる有機物を含
む第３有機発光ダイオードを含む第３画素回路と、第１データ線と、上記第１データ線と
異なる第２データ線と、をさらに含み、上記第１画素回路及び上記第３画素回路は、上記
第１データ線に接続され、上記第２画素回路は、上記第２データ線に接続されてもよい。
【００２５】
　上記第１有機発光ダイオードは赤色の有機発光ダイオードで、上記第２有機発光ダイオ
ードは緑色の有機発光ダイオードで、上記第３有機発光ダイオードは青色の有機発光ダイ
オードであってもよい。
【００２６】
　上記第１有機発光ダイオードは赤色の有機発光ダイオードで、上記第２有機発光ダイオ
ードは青色の有機発光ダイオードで、上記第３有機発光ダイオードは緑色の有機発光ダイ
オードであってもよい。
【００２７】
　上記第１有機発光ダイオードは青色の有機発光ダイオードで、上記第２有機発光ダイオ
ードは赤色の有機発光ダイオードで、上記第３有機発光ダイオードは緑色の有機発光ダイ
オードであってもよい。
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【００２８】
　上記第３画素回路は、発光期間にて、一端が上記第３有機発光ダイオードのアノードと
電気的に接続される第３駆動トランジスタをさらに含み、上記第１初期化電圧源は、第１
初期化期間にて、上記第３駆動トランジスタのゲート端子に接続され、上記第２初期化電
圧源は、第２初期化期間に上記第３有機発光ダイオードのアノードに電気的に接続されて
もよい。
【００２９】
　本発明の一実施例による表示装置の駆動方法は、第１初期化期間にて、第１初期化電圧
を第１画素回路の第１駆動トランジスタのゲート端子に印加し、単一初期化電圧を第２画
素回路の第２駆動トランジスタのゲート端子に印加する段階と、第２初期化期間にて、上
記第１初期化電圧より小さい第２初期化電圧を上記第１画素回路の第１有機発光ダイオー
ドのアノードに印加し、上記単一初期化電圧を上記第２画素回路の上記第１有機発光ダイ
オードとはバンドギャップが異なる有機物を含む、第２有機発光ダイオードのアノードに
印加する段階と、発光期間にて、上記第１有機発光ダイオード及び上記第２有機発光ダイ
オードを発光させる段階と、を含む。
【００３０】
　上記単一初期化電圧は、上記第１初期化電圧と等しくてもよい。
【００３１】
　上記単一初期化電圧は、上記第２初期化電圧と等しくてもよい。
【００３２】
　上記単一初期化電圧は、上記第１初期化電圧及び上記第２初期化電圧と異なる値を有し
てもよい。
【００３３】
　上記単一初期化電圧は、上記第１初期化電圧と上記第２初期化電圧との間の値を有して
もよい。
【発明の効果】
【００３４】
　本発明による表示装置及びその駆動方法は、色滲み現象を解消することができる構造の
画素回路を含む。
【図面の簡単な説明】
【００３５】
【図１】本発明の一実施例による表示装置を説明するための図である。
【図２】本発明の一実施例による画素部を説明するための図である。
【図３】本発明の他の実施例による画素部を説明するための図である。
【図４】各画素別の発光時点の差を説明するための図である。
【図５】本発明の一実施例による画素回路を説明するための図である。
【図６】図５の画素回路の駆動方法を説明するための図である。
【図７】図５の画素回路において初期化電圧源の接続構成を異ならせた場合を説明するた
めの図である。
【図８】図７の構成による電流増加の効果を説明するための図である。
【図９】本発明の他の実施例による表示装置を説明するための図である。
【図１０】本発明の他の実施例による初期化電圧源が接続された画素回路を説明するため
の図である。
【図１１】図５の実施例を他の画素回路に適用した場合を説明するための図である。
【図１２】図７の実施例を他の画素回路に適用した場合を説明するための図である。
【図１３】図１０の実施例を他の画素回路に適用した場合を説明するための図である。
【発明を実施するための形態】
【００３６】
　以下では、添付した図面を参照して、本発明の様々な実施例を本発明が属する技術分野
で通常の知識を有する者が容易に実施できるように詳細に説明する。本発明は様々な異な
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る形態で実現されてもよく、ここで説明する実施例に限定されない。
【００３７】
　本発明を明確に説明するために説明と関係のない部分は省略し、明細書の全体において
同一または類似する構成要素については、同じ参照符号を付する。従って、同じ参照符号
は、他の図面上においても使用できる。
【００３８】
　また、図面に示された各構成の大きさ及び厚さは、説明の便宜のために、任意に示した
ものであるため、本発明は必ずしも図示されたものに限定されない。図面において、複数
の層及び領域を明確に表現するために、厚さを誇張して示すことができる。
【００３９】
　図１は、本発明の一実施例による表示装置を説明するための図である。
【００４０】
　図１を参照すると、本発明の一実施例による表示装置９は、タイミング制御部４０、走
査駆動部１０、データ駆動部２０、発光制御駆動部３０、及び画素部５０を含む。
【００４１】
　タイミング制御部４０は、外部から供給される制御信号及び映像信号Ｒ、Ｇ、Ｂを表示
装置９の仕様（ｓｐｅｃｉｆｉｃａｔｉｏｎ）に合わせて変換して、走査駆動部１０に制
御信号ＣＯＮＴ１を、発光制御駆動部３０に制御信号ＣＯＮＴ３を、データ駆動部２０に
制御信号ＣＯＮＴ２及び映像信号Ｒ’、Ｇ’、Ｂ’を供給する。タイミング制御部４０が
受信する制御信号は、水平同期信号Ｈｓｙｎｃ及び垂直同期信号Ｖｓｙｎｃを含んでもよ
い。
【００４２】
　走査駆動部１０は、制御信号ＣＯＮＴ１を受信して複数の走査線Ｓ１、Ｓ２、．．．、
Ｓｎに供給する走査信号を生成する。一実施例によると、走査駆動部１０は、複数の走査
線Ｓ１、Ｓ２、．．．、Ｓｎを介して順に走査信号を供給することができる。例えば、制
御信号ＣＯＮＴ１は、ゲートスタートパルス（ｇａｔｅ　ｓｔａｒｔ　ｐｕｌｓｅ、ＧＳ
Ｐ）及び複数のゲートクロック信号を含んでもよく、走査駆動部１０は、シフトレジスタ
（ｓｈｉｆｔ　ｒｅｇｉｓｔｅｒ）の形態で構成されて、ゲートスタートパルスをクロッ
ク信号の制御に応じて順に次のステージ回路に伝達する方式で走査信号を生成してもよい
。
【００４３】
　データ駆動部２０は、制御信号ＣＯＮＴ２及び映像信号Ｒ’、Ｇ’、Ｂ’を受信して複
数のデータ線Ｄ１、Ｄ２、．．．、Ｄｍに供給するデータ電圧を生成する。画素行の単位
で生成されたデータ電圧は、制御信号ＣＯＮＴ２に含まれた出力制御信号に応じて、同時
に複数のデータ線Ｄ１、Ｄ２、．．．、Ｄｍに印加されてもよい。
【００４４】
　画素部５０は、複数の画素回路ＰＸ１１、ＰＸ１２、．．．、ＰＸ１ｍ、ＰＸ２１、Ｐ
Ｘ２２、．．．、ＰＸ２ｍ、．．．、ＰＸｎ１、ＰＸｎ２、．．．、ＰＸｎｍを含んでも
よい。各画素は、対応するデータ線と走査線に接続されてもよく、走査信号に応じてデー
タ電圧の入力を受けてもよい。各画素回路は、入力されたデータ電圧に応じて有機発光ダ
イオードを発光させる。
【００４５】
　発光制御駆動部３０は、複数の画素回路ＰＸ１１、ＰＸ１２、．．．、ＰＸ１ｍ、ＰＸ
２１、ＰＸ２２、．．．、ＰＸ２ｍ、．．．、ＰＸｎ１、ＰＸｎ２、．．．、ＰＸｎｍの
発光期間を決める発光制御信号を発光制御線Ｅ１、Ｅ２、．．．、Ｅｎを介して供給して
もよい。例えば、各画素は発光制御トランジスタを含み、発光制御トランジスタのオンオ
フに応じて有機発光ダイオードへの電流の流れの有無が決定されることにより、発光制御
されてもよい。
【００４６】
　表示装置９は、複数の電圧源ＥＬＶＤＤ、ＥＬＶＳＳ、ＶＩＮＴ１、ＶＩＮＴ２を含ん
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でもよい。図１の実施例では、複数の電圧源ＥＬＶＤＤ、ＥＬＶＳＳ、ＶＩＮＴ１、ＶＩ
ＮＴ２が、画素部５０の下段に位置するものが図示されているが、他の実施例では、複数
の電圧源ＥＬＶＤＤ、ＥＬＶＳＳ、ＶＩＮＴ１、ＶＩＮＴ２は画素部５０の上段、即ち、
データ駆動部２０に隣接して位置してもよい。
【００４７】
　電圧源ＥＬＶＤＤは各有機発光ダイオードのアノードに電気的に接続され、電圧源ＥＬ
ＶＳＳは各有機発光ダイオードのカソードに電気的に接続されて、発光に必要な駆動電流
を提供することができる。電圧源ＥＬＶＤＤの電圧は、電圧源ＥＬＶＳＳの電圧より大き
くてもよい。
【００４８】
　第１初期化電圧源ＶＩＮＴ１は、第１初期化電圧を提供する。第２初期化電圧源ＶＩＮ
Ｔ２は、第１初期化電圧より小さい第２初期化電圧を提供する。本発明の実施例による第
１画素回路と第２画素回路は、このような初期化電圧源ＶＩＮＴ１、ＶＩＮＴ２と接続さ
れる構成が異なってもよい。これに対する詳細な実施例は、図４以下を参照して後述する
。
【００４９】
　図２は、本発明の一実施例による画素部を説明するための図である。
【００５０】
　図２を参照すると、本発明の一実施例による画素部５０は、第１画素回路Ａ、第２画素
回路Ｂ、及び第３画素回路Ｃを含んでもよい。
【００５１】
　第１画素回路Ａは、第１駆動トランジスタ及び第１有機発光ダイオードを含む画素回路
であってもよい。第２画素回路Ｂは、第２駆動トランジスタ及び第２有機発光ダイオード
を含む画素回路であってもよい。第３画素回路Ｃは、第３駆動トランジスタ及び第３有機
発光ダイオードを含む画素回路であってもよい。
【００５２】
　本発明の実施例では、第２有機発光ダイオードは消費エネルギーに対する発光輝度が高
い、即ち、発光効率の高い有機物を含むと仮定する。従って、第２有機発光ダイオードは
、第１有機発光ダイオードまたは第３有機発光ダイオードより発光面の面積が小さくても
よい。従って、図２では、第２画素回路Ｂの面積が第１画素回路Ａ及び第３画素回路Ｃよ
り小さく示されている。
【００５３】
　通常、緑色の有機発光ダイオードが、消費エネルギーに対する発光輝度が最も高いので
ありうる。従って、例えば、第２有機発光ダイオードは、緑色の有機発光ダイオードであ
ってもよい。このとき、第１有機発光ダイオード及び第３有機発光ダイオードは、それぞ
れ赤色及び青色の有機発光ダイオードであってもよい。また、第１有機発光ダイオード及
び第３有機発光ダイオードは、それぞれ青色及び赤色の有機発光ダイオードであってもよ
い。
【００５４】
　しかし、本発明の実施例は、必ずしもこれに限定されない。発光効率の良い新しい有機
物が開発される可能性もあり、その場合、例えば、第２有機発光ダイオードは、青色の有
機発光ダイオードであってもよい。このとき、第１有機発光ダイオード及び第３有機発光
ダイオードは、それぞれ赤色及び緑色の有機発光ダイオードであってもよい。また、第１
有機発光ダイオード及び第３有機発光ダイオードは、それぞれ緑色及び赤色の有機発光ダ
イオードであってもよい。
【００５５】
　同様に、例えば、第２有機発光ダイオードは、赤色の有機発光ダイオードであってもよ
い。このとき、第１有機発光ダイオード及び第３有機発光ダイオードは、それぞれ青色及
び緑色の有機発光ダイオードであってもよい。また、第１有機発光ダイオード及び第３有
機発光ダイオードは、それぞれ緑色及び青色の有機発光ダイオードであってもよい。
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【００５６】
　しかし、第２有機発光ダイオードは必ずしも発光効率に応じて決まるものではない。図
２を参照すると、第１画素回路Ａの数と第３画素回路Ｃの数との和は、第２画素回路Ｂの
数と、実質的に同一である。従って、それぞれの有機物の発光効率が類似するのであれば
、それぞれの色の発光面積を合わせるために、図２のように発光面の面積が決定されても
よい。
【００５７】
　本発明の一実施例によると、表示装置９は複数のデータ線を含み、複数のデータ線は第
１データ線Ｄｊ、Ｄ（ｊ＋２）、．．．及び第２データ線Ｄ（ｊ＋１）、Ｄ（ｊ＋３）、
．．．を含むように構成されてもよい。第１データ線Ｄｊ、Ｄ（ｊ＋２）、．．．と第２
データ線Ｄ（ｊ＋１）、Ｄ（ｊ＋３）、．．．は、互いに異なるデータ線であって、交互
に配置されてもよい。例えば、第１データ線Ｄｊ、Ｄ（ｊ＋２）、．．．は奇数番目のデ
ータ線で、第２データ線Ｄ（ｊ＋１）、Ｄ（ｊ＋３）、．．．は偶数番目のデータ線であ
ってもよい。
【００５８】
　第１画素回路Ａ及び第３画素回路Ｃは、第１データ線Ｄｊ、Ｄ（ｊ＋２）、．．．に接
続されてもよい。
【００５９】
　第２画素回路Ｂは、第２データ線Ｄ（ｊ＋１）、Ｄ（ｊ＋３）、．．．に接続されても
よい。
【００６０】
　図２の画素部５０は、前段（ｐｒｅｖｉｏｕｓ　ｓｔａｇｅ）の走査線が現在段（ｃｕ
ｒｒｅｎｔ　ｓｔａｇｅ）の各画素回路に入力されるように図示されている。例えば、前
段の走査線Ｓ（ｉ－１）が現在段の走査線Ｓ（ｉ）に接続された各画素回路Ａ、Ｂ、Ｃに
接続されている。
【００６１】
　本発明の実施例では、前段の走査線に印加される信号が、現在段の画素回路に対する第
１初期化信号として使用されてもよい。これに対する具体的な接続関係は、図４以下を参
照して後述する。
【００６２】
　但し、第１初期化信号として使用されるのは、前前段の走査線に印加される信号であっ
てもよい。また、走査線と関係なく専用の初期化線が別途にあってもよい。従って、本発
明の実施例は、前段の走査線が現在段の各画素回路に必ず入力されるというふうに限定さ
れるのでない。
【００６３】
　図２のような画素部５０の構造をペンタイル（ｐｅｎｔｉｌｅ）構造と名付けてもよい
。
【００６４】
　図３は、本発明の他の実施例による画素部を説明するための図である。
【００６５】
　図３の画素部５０’は、図２の画素部５０と電気的な接続関係及び画素回路の構成面で
同一であるため、重複した説明は省略する。
【００６６】
　図３の画素部５０’は、図２の画素部５０とは異なり、各画素の発光面がダイヤモンド
型または菱型からなってもよい。図３の画素部５０’の構造をダイヤモンドペンタイル（
ｄｉａｍｏｎｄ　ｐｅｎｔｉｌｅ）構造と名付けてもよい。
【００６７】
　図４は、各画素別の発光時点の差を説明するための図である。
【００６８】
　図４には、本発明の実施例が適用されない場合の各画素別の発光時点の差が図示されて
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いる。
【００６９】
　例えば、灰色（ｇｒａｙ）を表現するためには、第１画素回路Ａの第１有機発光ダイオ
ード、第２画素回路Ｂの第２有機発光ダイオード、及び第３画素回路Ｃの有機発光ダイオ
ードのそれぞれの輝度が一定レベルで組み合わせられなければならない。
【００７０】
　しかし、図２及び３のような画素部５０、５０’の構造では、第２画素回路Ｂの第２有
機発光ダイオードの単位面積当たりのキャパシタンスが大きく、流れる駆動電流が小さい
のでありうる。このため、図４に示すように、第２有機発光ダイオードの発光時点が最も
遅れるのでありうる。
【００７１】
　そのため、初期には第１画素回路Ａの第１有機発光ダイオード及び第３画素回路Ｃの第
３有機発光ダイオードだけが発光しうる。若し、第１有機発光ダイオードが赤色の有機発
光ダイオードで、第３有機発光ダイオードが青色の有機発光ダイオードである場合、ユー
ザが視認する色は紫色（purple）であろう。これにより、灰色の画面をスクロールする時
、ユーザが紫色を先に視認する色滲み現象を生じるという問題がある。
【００７２】
　図５は、本発明の一実施例による画素回路を説明するための図である。
【００７３】
　以下では、Ｐ型トランジスタからなる回路を例に挙げて説明する。しかし、当業者であ
れば、ゲート端子に印加される電圧の極性を変えて、Ｎ型トランジスタからなる回路を設
計することができるだろう。同様に、当業者であれば、Ｐ型トランジスタ及びＮ型トラン
ジスタの組み合わせからなる回路を設計することができるだろう。Ｐ型トランジスタは、
ゲート端子とソース端子間の電圧差が負の方向に増加するとき導通される電流量が増加す
るトランジスタの総称である。Ｎ型トランジスタは、ゲート端子とソース端子間の電圧差
が正の方向に増加するとき導通される電流量が増加するトランジスタの総称である。トラ
ンジスタは、ＴＦＴ（ｔｈｉｎ　ｆｉｌｍ　ｔｒａｎｓｉｓｔｏｒ）、ＦＥＴ（ｆｉｅｌ
ｄ　ｅｆｆｅｃｔ　ｔｒａｎｓｉｓｔｏｒ）、ＢＪＴ（ｂｉｐｏｌａｒ　ｊｕｎｃｔｉｏ
ｎ　ｔｒａｎｓｉｓｔｏｒ）などの様々な形態からなってもよい。
【００７４】
　図５を参照すると、本発明の一実施例による第１画素回路ＰＸｉｊは、複数のトランジ
スタＭ１、Ｍ２、Ｍ３、Ｍ４、Ｍ５、Ｍ６、Ｍ７と、ストレージキャパシタＣｓｔ１と、
第１有機発光ダイオードＯＬＥＤ１と、を含んでもよい。第１画素回路ＰＸｉｊは、図２
及び３の第１画素回路Ａに対応することができる。
【００７５】
　第１画素回路ＰＸｉｊは、第１初期化電圧源ＶＩＮＴ１及び第２初期化電圧源ＶＩＮＴ
２と接続されてもよい。上述したように、第１初期化電圧源ＶＩＮＴ１の第１初期化電圧
は、第２初期化電圧源ＶＩＮＴ２の第２初期化電圧より大きい。例えば、第１初期化電圧
が－２Ｖである場合、第２初期化電圧は－５Ｖであってもよい。
【００７６】
　図５を参照すると、本発明の一実施例による第２画素回路ＰＸｉ（ｊ＋１）は、複数の
トランジスタＭ１’、Ｍ２’、Ｍ３’、Ｍ４’、Ｍ５’、Ｍ６’、Ｍ７’と、ストレージ
キャパシタＣｓｔ１’と、第２有機発光ダイオードＯＬＥＤ２と、を含んでもよい。第２
画素回路ＰＸｉ（ｊ＋１）は、図２及び３の第２画素回路Ｂに対応するのでありうる。
【００７７】
　第２画素回路ＰＸｉ（ｊ＋１）は、単一（ｓｉｎｇｌｅ；画素回路ごとに、一つだけ）
の初期化電圧源と接続されてもよい。図５では、単一初期化電圧源が第１初期化電圧源で
ある場合について図示されている。後述する図７及び図１０の実施例では、単一初期化電
圧源が、それぞれ、第２初期化電圧源である場合、及び、第３初期化電圧源である場合に
ついて説明する。
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【００７８】
　まず、第１画素回路ＰＸｉｊの構造について説明する。
【００７９】
　トランジスタＭ１は、一端がトランジスタＭ６の他端に接続され、他端がトランジスタ
Ｍ５の一端に接続され、ゲート端子がストレージキャパシタＣｓｔ１の一端に接続されて
もよい。トランジスタＭ１を第１駆動トランジスタと名付けてもよい。
【００８０】
　トランジスタＭ２は、一端が第１データ線Ｄｊに接続され、他端がトランジスタＭ１の
他端に接続され、ゲート端子が現在段の走査線Ｓｉに接続されてもよい。
【００８１】
　トランジスタＭ３は、一端がトランジスタＭ１のゲート端子に接続され、他端がトラン
ジスタＭ１の一端に接続され、ゲート端子が現在段の走査線Ｓｉに接続されてもよい。
【００８２】
　トランジスタＭ４は、一端が第１初期化電圧源ＶＩＮＴ１に接続され、他端が駆動トラ
ンジスタＭ１のゲート端子に接続され、ゲート端子が前段の走査線Ｓ（ｉ－１）に接続さ
れてもよい。
【００８３】
　トランジスタＭ５は、一端がトランジスタＭ１の他端に接続され、他端が電圧源ＥＬＶ
ＤＤに接続され、ゲート端子が発光制御線Ｅｉに接続されてもよい。トランジスタＭ５を
発光制御トランジスタと名付けてもよい。
【００８４】
　トランジスタＭ６は、一端が第１有機発光ダイオードＯＬＥＤ１のアノードに接続され
、他端がトランジスタＭ１の一端に接続され、ゲート端子が発光制御線Ｅｉに接続されて
もよい。トランジスタＭ６を発光制御トランジスタと名付けてもよい。
【００８５】
　トランジスタＭ７は、一端が第２初期化電圧源ＶＩＮＴ２に接続され、他端が第１有機
発光ダイオードＯＬＥＤ１のアノードに接続され、ゲート端子が現在段の走査線Ｓｉに接
続されてもよい。
【００８６】
　ストレージキャパシタＣｓｔ１は、一端がトランジスタＭ１のゲート端子に接続され、
他端が電圧源ＥＬＶＤＤに接続されてもよい。
【００８７】
　第１有機発光ダイオードＯＬＥＤ１は、アノードがトランジスタＭ７の他端に接続され
、カソードが電圧源ＥＬＶＳＳに接続されてもよい。第１有機発光ダイオードＯＬＥＤ１
は、キャパシタンスＣｏ１を有することができ、キャパシタンスＣｏ１の大きさと駆動電
流の大きさに応じて発光時点が決定されてもよい。
【００８８】
　第２画素回路ＰＸｉ（ｊ＋１）における複数のトランジスタＭ１’、Ｍ２’、Ｍ３’、
Ｍ４’、Ｍ５’、Ｍ６’、Ｍ７’、ストレージキャパシタＣｓｔ１’、及び第２有機発光
ダイオードＯＬＥＤ２の接続構造は、それぞれ第１画素回路ＰＸｉｊにおける複数のトラ
ンジスタＭ１、Ｍ２、Ｍ３、Ｍ４、Ｍ５、Ｍ６、Ｍ７、ストレージキャパシタＣｓｔ１、
及び第１有機発光ダイオードＯＬＥＤ１の接続構造と対応することができる。以下では、
重複した説明を省略し、相違点について重点的に記載する。トランジスタＭ１’は、第２
駆動トランジスタと名付けてもよい。第２有機発光ダイオードＯＬＥＤ２は、第１有機発
光ダイオードＯＬＥＤ１と異なるバンドギャップを有する有機物を含んでもよい。
【００８９】
　トランジスタＭ２’の一端は、第２データ線Ｄ（ｊ＋１）に接続される。従って、トラ
ンジスタＭ２’は、トランジスタＭ２と同じ走査信号によってターンオンされても、トラ
ンジスタＭ２と異なるデータ電圧の供給を受けることができる。
【００９０】
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　トランジスタＭ７’は、一端が第１初期化電圧源ＶＩＮＴ１と接続されてもよい。上述
したように、第１初期化電圧源ＶＩＮＴ１の第１初期化電圧は、第２初期化電圧源ＶＩＮ
Ｔ２の第２初期化電圧よりその値が大きい。また、電圧源ＥＬＶＳＳの電圧値は、第１及
び第２初期化電圧より小さくてもよい。後述する第２初期化期間の間、第１有機発光ダイ
オードＯＬＥＤ１のキャパシタンスＣｏ１は、第２初期化電圧源ＶＩＮＴ２と電圧源ＥＬ
ＶＳＳとの差に相当する電圧値に初期化される。一方、第２初期化期間の間、第２有機発
光ダイオードＯＬＥＤ２のキャパシタンスＣｏ２は、第１初期化電圧源ＶＩＮＴ１と電圧
源ＥＬＶＳＳとの差に相当する電圧値に初期化される。従って、第２有機発光ダイオード
ＯＬＥＤ２のキャパシタンスＣｏ２は、キャパシタンスＣｏ１より高い電圧値にプレチャ
ージ（ｐｒｅｃｈａｒｇｅ）されるため、第２初期化期間後の発光期間において、第２有
機発光ダイオードＯＬＥＤ２の発光時点をさらに早めることができるという長所がある。
【００９１】
　参考までに、図５の実施例では、第１初期化期間に各駆動トランジスタＭ１、Ｍ１’の
ゲート端子に印加される電圧源が第１初期化電圧源ＶＩＮＴ１と同一であるため、駆動ト
ランジスタＭ１、Ｍ１’による効果の変化はない。
【００９２】
　図５には、第１画素回路ＰＸｉｊ及び第２画素回路ＰＸｉ（ｊ＋１）のみが図示されて
いるが、第３画素回路は、第３有機発光ダイオードを有することを除き、第１画素回路Ｐ
Ｘｉｊとその構造が実質的に同一であってもよい。例えば、第１有機発光ダイオードＯＬ
ＥＤ１が赤色の有機発光ダイオードである場合、第３有機発光ダイオードは青色の有機発
光ダイオードであってもよい。一方、第１有機発光ダイオードＯＬＥＤ１が青色の有機発
光ダイオードである場合、第３有機発光ダイオードは赤色の有機発光ダイオードであって
もよい。
【００９３】
　第３画素回路は、第１初期化電圧源ＶＩＮＴ１及び第２初期化電圧源ＶＩＮＴ２と接続
され、第１有機発光ダイオードＯＬＥＤ１及び第２有機発光ダイオードＯＬＥＤ２とバン
ドギャップが異なる有機物を含む第３有機発光ダイオードを含んでもよい。第３画素回路
は、第１データ線Ｄｊに接続されてもよい。また、第３画素回路は、発光期間に一端が第
３有機発光ダイオードのアノードと接続される第３駆動トランジスタを含んでもよい。第
１初期化電圧源は第１初期化期間に第３駆動トランジスタのゲート端子に接続され、第２
初期化電圧源は第２初期化期間に第３有機発光ダイオードのアノードに接続されてもよい
。
【００９４】
　図６は、図５の画素回路の駆動方法を説明するための図である。
【００９５】
　まず、時点ｔ１にて、第１データ線Ｄｊを介して前段のデータ電圧ＤＡＴＡ（ｉ－１）
ｊが供給され、第２データ線Ｄ（ｊ＋１）を介して前段のデータ電圧ＤＡＴＡ（ｉ－１）
（ｊ＋１）が供給される。この際、前段の走査線Ｓ（ｉ－１）にローレベルの前段の走査
信号が印加され、トランジスタＭ４、Ｍ４’がターンオンされる。
【００９６】
　従って、第１駆動トランジスタＭ１のゲート端子と、第２駆動トランジスタＭ１’のゲ
ート端子とに第１初期化電圧源ＶＩＮＴ１が接続され、各駆動トランジスタＭ１、Ｍ１’
のゲート電圧が初期化される。このような時点ｔ１と時点ｔ２との間の期間を、第１初期
化期間と名付けうる。
【００９７】
　第１初期化期間の間、トランジスタＭ４、Ｍ４’を除いた他のトランジスタはターンオ
フ状態であってもよい。
【００９８】
　次いで、時点ｔ２にて、前段の走査線Ｓ（ｉ－１）にハイレベルの前段の走査信号が印
加され、トランジスタＭ４、Ｍ４’がターンオフ状態になる。初期化された各駆動トラン
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ジスタＭ１、Ｍ１’のゲート電圧値は、各ストレージキャパシタＣｓｔ１、Ｃｓｔ１’が
保持する。
【００９９】
　次いで、時点ｔ３にて、第１データ線Ｄｊを介して現在段のデータ電圧ＤＡＴＡｉｊが
供給され、第２データ線Ｄ（ｊ＋１）を介して現在段のデータ電圧ＤＡＴＡｉ（ｊ＋１）
が供給される。この際、現在段の走査線Ｓｉにローレベルの現在段の走査信号が印加され
、トランジスタＭ２、Ｍ３、Ｍ７、Ｍ２’、Ｍ３’Ｍ７’がターンオンされる。
【０１００】
　トランジスタＭ３、Ｍ３’がターンオンされて、それぞれの駆動トランジスタＭ１、Ｍ
１’をダイオード接続させる。現在段のデータ電圧ＤＡＴＡｉｊに対応する電圧が、トラ
ンジスタＭ２、Ｍ１、Ｍ３を介して、第１駆動トランジスタＭ１のゲート端子に入力され
る。また、現在段のデータ電圧ＤＡＴＡｉ（ｊ＋１）に対応する電圧が、トランジスタＭ
２’、Ｍ１’、Ｍ３’を介して、第２駆動トランジスタＭ１’のゲート端子に入力される
。
【０１０１】
　トランジスタＭ７がターンオンされて、第２初期化電圧源ＶＩＮＴ２が、第１有機発光
ダイオードＯＬＥＤ１のアノードに接続される。また、トランジスタＭ７’がターンオン
されて、第１初期化電圧源ＶＩＮＴ１が、第２有機発光ダイオードＯＬＥＤ２のアノード
に接続される。上述したように、第２有機発光ダイオードＯＬＥＤ２のキャパシタンスＣ
ｏ２は、キャパシタンスＣｏ１より高い電圧値にプレチャージされる。
【０１０２】
　このような、時点ｔ３と時点ｔ４との間の期間を、データ書き込み期間及び第２初期化
期間と名付けうる。当該期間の間、トランジスタＭ６、Ｍ６’はターンオフされているた
め、データ書き込みに必要な電圧と初期化に必要な電圧は分離されて、互いに影響を与え
ない。
【０１０３】
　但し、本実施例では、第２初期化期間を、データ書き込み期間と同一の期間としたが、
トランジスタＭ７、Ｍ７’に前段の走査線Ｓ（ｉ－１）が接続されるなど、第２初期化期
間は多様に設定されてもよい。
【０１０４】
　次いで、時点ｔ４にて、トランジスタＭ２、Ｍ３、Ｍ７、Ｍ２’、Ｍ３’Ｍ７’がター
ンオフされる。各ストレージキャパシタＣｓｔ１は、各駆動トランジスタＭ１、Ｍ１’の
ゲート端子に印加された電圧を保持する。
【０１０５】
　次いで、時点ｔ５にて、発光制御線Ｅｉにローレベルの電圧が印加されてトランジスタ
Ｍ５、Ｍ６、Ｍ５’、Ｍ６’がターンオンされる。従って、電圧源ＥＬＶＤＤから電圧源
ＥＬＶＳＳに電流経路が形成されて導通され、各駆動トランジスタＭ１、Ｍ１’のゲート
電圧とソース電圧との差に応じて、駆動電流の大きさが決定される。
【０１０６】
　有機発光ダイオードＯＬＥＤ１、ＯＬＥＤ２の発光時点は、各駆動電流の大きさと各キ
ャパシタンスＣｏ１、Ｃｏ２の大きさによって決定されうるが、上述したように、第２有
機発光ダイオードＯＬＥＤ２のキャパシタンスＣｏ２は、キャパシタンスＣｏ１より高い
電圧値にプレチャージされているため、第２有機発光ダイオードＯＬＥＤ２の発光時点を
より早めることができるという長所がある。従って、図３で説明した色滲み現象を解消す
ることができる。
【０１０７】
　時点ｔ５から、発光制御線Ｅｉにハイレベルの電圧が印加されるまでを、発光期間と名
付けてもよい。
【０１０８】
　図７は、図５の画素回路において初期化電圧源の接続構成を異ならせた場合を説明する
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ためのものであり、図８は、図７の構成による電流増加の効果を説明するためのものであ
る。
【０１０９】
　図７と図５を比較すると、第１画素回路ＰＸｉｊは、その構成が同一である。しかし、
第２画素回路ＰＸｉ（ｊ＋１）の単一初期化電圧が、第２初期化電圧ＶＩＮＴ２になって
いる点で、構成上の差がある。
【０１１０】
　このとき、図５の場合とは異なり、第２有機発光ダイオードＯＬＥＤ２のキャパシタン
スＣｏ２は、キャパシタンスＣｏ１と同じ電圧値にプレチャージされるため、プレチャー
ジ電圧値による有用な効果は得られない。
【０１１１】
　但し、本実施例では、第１初期化期間に、第２画素回路ＰＸｉ（ｊ＋１）の第２駆動ト
ランジスタＭ１’のゲート端子に、第２初期化電圧源ＶＩＮＴ２が接続される点において
特徴がある。
【０１１２】
　上述したように、第２初期化電圧源ＶＩＮＴ２の第２初期化電圧は、第１初期化電圧源
ＶＩＮＴ１の第１初期化電圧より小さい。また、電圧源ＥＬＶＤＤの電圧値は、第１及び
第２初期化電圧より大きくてもよい。
【０１１３】
　従って、第１初期化期間に設定される第２駆動トランジスタＭ１’のゲート電圧とソー
ス電圧との差は、第１駆動トランジスタＭ１のゲート電圧とソース電圧との差より大きく
なる。即ち、第２駆動トランジスタＭ１’のオンバイアス電圧（ｏｎ－ｂｉａｓ　ｖｏｌ
ｔａｇｅ）が、第１駆動トランジスタＭ１のオンバイアス電圧より大きくなる。
【０１１４】
　本実施例の発明者は、オンバイアス電圧が増加した場合、発光時間の経過に伴って駆動
電流が上昇する効果があることを発見した。
【０１１５】
　図８を参照すると、図６の時点ｔ５、即ち、発光期間の開始時点における第２駆動トラ
ンジスタＭ１’の特性曲線ＣＣ１が図示されている。トランジスタの特性曲線は、広く知
られているように、ゲート電圧とソース電圧の差ＶＧＳ（Ｖ）による、駆動電流値の大き
さＩＤ（Ａ）を表す。
【０１１６】
　任意の階調値に対応する電圧ＰＴ１が、第２駆動トランジスタＭ１’に印加されるとき
に流れる駆動電流のレベルＣＬ１が、直線で示されている。
【０１１７】
　発光期間の時間が経つほど特性曲線が右側に移動し、右側に移動する程度はオンバイア
ス電圧の増加量に比例しうる。
【０１１８】
　図８では、発光期間から１６ｍｓが経過した後の特性曲線ＣＣ２が例示的に図示されて
いる。ストレージキャパシタＣｓｔ１’の保持電荷量の減少により、電圧ＰＴ２の絶対値
は多少減少したが、特性曲線ＣＣ２は特性曲線ＣＣ１に比べて右側に移動したため、１６
ｍｓ以降の駆動電流のレベルＣＬ２は前のレベルＣＬ１より上昇したことを確認すること
ができる。
【０１１９】
　従って、図７の実施例によると、第２画素回路ＰＸｉ（ｊ＋１）の発光期間における駆
動電流量の増加によって、第２有機発光ダイオードＯＬＥＤ２の発光開始時点を早めたり
、発光輝度を向上させたりすることができる。
【０１２０】
　即ち、図７の実施例による場合も、図４で説明した色滲み現象を解消することができる
。
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【０１２１】
　図９は、本発明の他の実施例による表示装置を説明するための図であり、図１０は、本
発明の他の実施例による初期化電圧源が接続された画素回路を説明するための図である。
【０１２２】
　図９の表示装置９’は、図１の表示装置９と比較して、第３初期化電圧源ＶＩＮＴ３を
さらに含み、第２画素回路ＰＸｉ（ｊ＋１）に単一の初期化電圧源として第３初期化電圧
源ＶＩＮＴ３が接続されるという点で、差がある。表示装置９’の他の構成は、表示装置
９と同一であるため、重複した説明は省略する。
【０１２３】
　図１０を参照すると、第２画素回路ＰＸｉ（ｊ＋１）において、第３初期化電圧源ＶＩ
ＮＴ３が、トランジスタＭ７’を介して第２有機発光ダイオードＯＬＥＤ２のアノードに
接続され、トランジスタＭ４’を介して第２駆動トランジスタＭ１’のゲート端子に接続
される。
【０１２４】
　本実施例の第３初期化電圧源ＶＩＮＴ３の第３初期化電圧は、第１及び第２初期化電圧
とは異なる。一実施例において、第３初期化電圧は、第１初期化電圧と第２初期化電圧と
の間の値であってもよい。例えば、第１初期化電圧が－２Ｖで、第２初期化電圧が－５Ｖ
であれば、第３初期化電圧は－４Ｖであってもよい。
【０１２５】
　本実施例によると、第１初期化電圧源ＶＩＮＴ１及び第２初期化電圧源ＶＩＮＴ２と異
なる追加の電圧源が必要となるという点が短所であるが、図５の実施例の長所と図７の実
施例の長所の両方を有することができるという点にメリットがある。
【０１２６】
　即ち、第２有機発光ダイオードＯＬＥＤ２のキャパシタンスＣｏ２が、キャパシタンス
Ｃｏ１より高い電圧値にプレチャージされるため、第２有機発光ダイオードＯＬＥＤ２の
発光開始時点を早めることができる。
【０１２７】
　また、第２駆動トランジスタＭ１’のゲート電圧とソース電圧との差が、第１駆動トラ
ンジスタＭ１のゲート電圧とソース電圧との差より大きくなるため、オンバイアス電圧値
が高くなることで、発光期間中、時間の経過に伴って駆動電流が増加し、第２有機発光ダ
イオードＯＬＥＤ２の発光開始時点を早めたり、発光輝度を向上させたりすることができ
る。
【０１２８】
　図１１は、図５の実施例を他の画素回路に適用した場合を説明するための図である。
【０１２９】
　図１１を参照すると、第１画素回路ＰＸｉｊ’は、複数のトランジスタＭ８、Ｍ９、Ｍ
１０、Ｍ１１、Ｍ１２と、ストレージキャパシタＣｓｔ２と、第１有機発光ダイオードＯ
ＬＥ１１とを含む。また、第２画素回路ＰＸｉ（ｊ＋１）’は、複数のトランジスタＭ８
’、Ｍ９’、Ｍ１０’、Ｍ１１’、Ｍ１２’と、ストレージキャパシタＣｓｔ２’と、第
２有機発光ダイオードＯＬＥ１２とを含む。第２画素回路ＰＸｉ（ｊ＋１）’の構造は、
第１画素回路ＰＸｉｊ’の構造と、データ線、初期化電圧源、及び有機発光ダイオードを
除いて実質的に同一であるため、以下では、第１画素回路ＰＸｉｊ’についてのみ説明す
る。
【０１３０】
　トランジスタＭ８は、一端がトランジスタＭ１０の他端に接続され、他端が電圧源ＥＬ
ＶＤＤに接続され、ゲート端子がトランジスタＭ９の他端に接続される。トランジスタＭ
８は、第１駆動トランジスタと命名されてもよい。
【０１３１】
　トランジスタＭ９は、一端が第１データ線Ｄｊに接続され、他端がトランジスタＭ９の
ゲート端子に接続され、ゲート端子が現在段の走査線Ｓｉに接続される。
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【０１３２】
　トランジスタＭ１０は、一端が第１有機発光ダイオードＯＬＥＤ１１に接続され、他端
がトランジスタＭ８の一端に接続され、ゲート端子が発光制御線Ｅｉに接続されてもよい
。トランジスタＭ１０は、発光制御トランジスタと名付けられてもよい。
【０１３３】
　トランジスタＭ１１は、一端が第１初期化電圧ＶＩＮＴ１に接続され、他端がストレー
ジキャパシタＣｓｔ２の一端に接続され、ゲート端子が前段の走査線Ｓ（ｉ－１）に接続
されてもよい。
【０１３４】
　トランジスタＭ１２は、一端が第２初期化電圧ＶＩＮＴ２に接続され、他端が第１有機
発光ダイオードＯＬＥＤ１１に接続され、ゲート端子が現在段の走査線Ｓｉと接続されて
もよい。
【０１３５】
　ストレージキャパシタＣｓｔ２は、一端がトランジスタＭ８のゲート端子に接続され、
他端が電圧源ＥＬＶＤＤに接続されてもよい。
【０１３６】
　第１有機発光ダイオードＯＬＥＤ１１は、アノードがトランジスタＭ１２の他端に接続
され、カソードが電圧源ＥＬＶＳＳに接続されてもよい。
【０１３７】
　図１１の画素回路ＰＸｉｊ’、ＰＸｉ（ｊ＋１）’の制御信号は、図５の画素回路ＰＸ
ｉｊ、ＰＸｉ（ｊ＋１）の制御信号と同一であるため、詳細な駆動過程に対する説明は省
略する。
【０１３８】
　図１１の実施例も図５の実施例と同様に、単一初期化電圧源が第１初期化電圧源ＶＩＮ
Ｔ１の場合であって、第２有機発光ダイオードＯＬＥＤ１２のキャパシタンスは、第１有
機発光ダイオードＯＬＥＤ１１のキャパシタンスよりも高い電圧値にプレチャージされる
ため、第２初期化期間後の発光期間において第２有機発光ダイオードＯＬＥＤ１２の発光
開始時間を早めることができるという長所がある。
【０１３９】
　図１２は、図７の実施例を他の画素回路に適用した場合について説明するための図であ
る。
【０１４０】
　図１２の実施例では、単一初期化電圧源が第２初期化電圧源ＶＩＮＴ２である点におい
て、図１１の実施例と差がある。他の構成は図１１と同一であるため、重複した説明は省
略する。
【０１４１】
　図１２の実施例も、図７の実施例と同様に、単一初期化電圧源が第２初期化電圧源ＶＩ
ＮＴ２の場合であって、第２画素回路ＰＸｉ（ｊ＋１）’の発光期間における駆動電流量
の増加によって、第２有機発光ダイオードＯＬＥＤ１２の発光開始時点を早めたり、発光
輝度を向上させたりすることができる。
【０１４２】
　図１３は、図１０の実施例を他の画素回路に適用した場合を説明するための図である。
【０１４３】
　図１３の実施例では、単一初期化電圧源が第３初期化電圧源ＶＩＮＴ３である点におい
て、図１１の実施例と差がある。他の構成は図１１と同一であるため、重複した説明は省
略する。
【０１４４】
　図１３の実施例も、図１０の実施例と同様に、単一初期化電圧源が第３初期化電圧源Ｖ
ＩＮＴ３の場合であって、第１初期化電圧源ＶＩＮＴ１及び第２初期化電圧源ＶＩＮＴ２
と異なる追加の電圧源が必要となるという点が短所であるが、図１１の実施例の長所と、
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図１２の実施例の長所との両方を有することができる点にメリットがある。
【０１４５】
　即ち、第２有機発光ダイオードＯＬＥＤ１２のキャパシタンスが、第１有機発光ダイオ
ードＯＬＥＤ１１のキャパシタンスより高い電圧値にプレチャージされるため、第２有機
発光ダイオードＯＬＥＤ１２の発光開始時点を早めることができる。
【０１４６】
　また、第２駆動トランジスタＭ８’のゲート電圧とソース電圧との差が、第１駆動トラ
ンジスタＭ８のゲート電圧とソース電圧との差より大きくなるため、オンバイアス電圧値
が高くなることで、発光期間中、時間経過に伴って駆動電流が増加し、第２有機発光ダイ
オードＯＬＥＤ１２の発光開始時点を早めたり、発光輝度を向上させたりすることができ
る。
【０１４７】
　今まで参照した図面と記載された発明の詳細な説明は、単なる本発明の例示であって、
単に本発明を説明するための目的として用いられており、意味限定や特許請求の範囲に記
載された本発明の範囲を制限するために用いられたものではない。よって、本技術分野の
通常の知識を有する者であれば、これから様々な変形及び均等な他の実施例が可能である
という点が理解できるであろう。従って、本発明の技術的保護範囲は、添付の特許請求の
範囲の技術的思想によって定められるべきである。
【０１４８】
　本願において、「接続される」、「電気的に接続される」などの語は、直接に、または
別途の導線や導体を通じて接続される場合だけでなく、適宜に、中途の経路中に存在する
トランジスタなどのスイッチング素子がオンとなって、電気的に導通されるような場合を
含む。また、例えば「(a)～であって、(b)～であって、(c)～であってもよい」というふ
うに文が接続されている場合に、「(a)～」、「(b)～」及び「(c)～」は、それぞれ独立
に成立しうることを意味する。すなわち、例えば、「(a)～」も「(c)～」も成立せず、「
(b)～」のみが成立する場合などを含む。
【０１４９】
　好ましい、いくつかの実施形態によると、解決すべき課題、及び、具体的な解決手段は
、下記のとおりである。
【０１５０】
　画素が配列されて、画像を表示可能であって、各画素は、いずれかの原色の有機発光ダ
イオードから構成された表示装置において、緑色の有機発光ダイオードは、発光効率が高
いので、発光面積を小さくし、また、駆動電流も低いレベルに設定される。
【０１５１】
　緑色の有機発光ダイオードＯＬＥＤ２では、駆動電流のレベルが低いため、キャパシタ
ンスＣｏ２を充電するのに要する時間が、赤や青などの他の色の有機発光ダイオードＯＬ
ＥＤ１に比べて、長くなってしまう。そのため、発光開始のタイミングが、他の色の有機
発光ダイオードＯＬＥＤ１よりも、遅くなってしまう。この結果、画面をスクロールする
ときなどに、表示面に、色にじみ(color blur)が表れることがある。
【０１５２】
　そこで、下記のＡ及びＢの少なくとも一方とする。
【０１５３】
　Ａ　駆動電流を各有機発光ダイオードＯＬＥＤ１～２に供給し続ける発光期間（図６の
t5以降）の直前の、データ書き込み期間（図６のt3～t4）に、各有機発光ダイオードのキ
ャパシタンスＣｏ１～Ｃｏ２にプレチャージを行うにあたり、
　緑色の有機発光ダイオードＯＬＥＤ２のキャパシタンスＣｏ２には、他の色の有機発光
ダイオードＯＬＥＤ１のキャパシタンスＣｏよりも、高い電圧値にプレチャージされるよ
うにする。
【０１５４】
　これにより、発光開始時間をさらに早めることができる。
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【０１５５】
　Ｂ　図８のように、駆動トランジスタＭ１’のオンバイアス電圧（ｏｎ－ｂｉａｓ　ｖ
ｏｌｔａｇｅ）について、緑色の有機発光ダイオードＯＬＥＤ２のためのものを、他の色
の有機発光ダイオードＯＬＥＤ１のためのものよりも高くする。
【０１５６】
　これにより、緑色の有機発光ダイオードＯＬＥＤ２の発光開始時点を早めたり、発光輝
度を向上させたりすることができる。
【０１５７】
　具体的には、下記Ｃを前提として、下記Ｄ～Ｆのいずれかとする。
【０１５８】
　Ｃ　図５、７及び１１～１３の各実施形態にて、
　他の色の有機発光ダイオードＯＬＥＤ１を含む画素回路路ＰＸｉｊには、
　トランジスタＭ４を通じて、前段の走査線からのゲートパルスに応じてストレージキャ
パシタCSt１を初期化するための第１初期化電圧源VINT1（例えば－２Ｖ）と、
　トランジスタＭ７を通じて、現在段の走査線からのゲートパルスに応じて、有機発光ダ
イオードのキャパシタンスＣｏ１にプレチャージを行うための第2初期化電圧源VINT2（例
えば－５Ｖ）とが、備えられる。
【０１５９】
　Ｄ　上記Ａを実現すべく、図５及び１１のように、
　緑色の有機発光ダイオードＯＬＥＤ１を含む画素回路路ＰＸｉ（ｊ＋１）には、第１初
期化電圧源VINT1（例えば－２Ｖ）のみが、初期化電圧源（単一の初期化電圧源）として
備えられ、この第１初期化電圧源VINT1（例えば－２Ｖ）からの、より高い電圧により、
データ書き込み期間（図６のt3～t4）にて、キャパシタンスＣｏ２にプレチャージを行う
。
【０１６０】
　Ｅ　上記Ｂを実現すべく、図７及び１２のように、
　緑色の有機発光ダイオードＯＬＥＤ１を含む画素回路路ＰＸｉ（ｊ＋１）には、第２初
期化電圧源VINT2（例えば－５Ｖ）のみが、初期化電圧源（単一の初期化電圧源）として
備えられる。
【０１６１】
　これにより、データ書き込み期間（図６のt3～t4）より前の、第１初期化期間（図６の
t1～t2）にて、駆動トランジスタＭ１’のゲート端子には、第１初期化電圧源VINT1（例
えば－２Ｖ）よりも電位差が大きい、第２初期化電圧（例えば－５Ｖ）が印加される。す
なわち、このようにして、駆動トランジスタＭ１’のオンバイアス電圧を大きくする。
【０１６２】
　Ｆ　上記Ａ及びＢを実現すべく、図１０及び１３のように、
　緑色の有機発光ダイオードＯＬＥＤ１を含む画素回路路ＰＸｉ（ｊ＋１）には、第３初
期化電圧源VINT3（例えば－４Ｖ）のみが、初期化電圧源（単一の初期化電圧源）として
備えられる。第３初期化電圧は、第１初期化電圧と、第２初期化電圧との間の値である。
【０１６３】
　追加の電圧源（電源線）が必要となるが、上記Ａ及びＢの両方の効果を得ることができ
る。
【符号の説明】
【０１６４】
９　表示装置
１０　走査駆動部
２０　データ駆動部
３０　発光制御駆動部
４０　タイミング制御部
５０　画素部
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